
（様式2） 鳥取県立鳥取養護学校

評価項目 評価の具体項目 現状 到達状況 評価 改善策

小
学
部

〇自分らしさを発揮し、意欲的に学ぶ授業づくり ○各クラスが、児童の興味関心や発達段階を考慮した授業
づくりに取り組んでいるが、複数の教員での目標設定の検
討が十分ではない。

中
学
部

〇一人一人の課題や教育的ニーズに応じた授業づくり 〇生徒がどのような学習を積み上げてきたかの履歴が把握
しにくい。

高
等
部

〇表出・表現力と課題解決力を高める授業づくり 〇重複障がい学級では、生活年齢に応じた指導内容の検
討が必要である。
〇単一障がい学級では、基礎学力の定着を目指した授業
に取り組んでいるが主体的に課題を解決する指導方法の検
討も必要である。

教
務
部

〇連続性、系統性のある個別の指導計画の作成 〇個別の指導計画の内容が整理、改善されつつあるが、指
導の連続性や系統性に課題がある。

研
究
研
修
部

○児童生徒の自立をめざした目標設定の工夫 ○教育的ニーズを踏まえた目標設定の方法が明確では
ない。

情
報
教
育
部

○ICTを活用した授業実践の推進と充実 ○単発的な実践事例は多くあるが、児童生徒の変容がわか
るまで長期に取り組んだ実践報告が少ない。

小
学
部

〇保護者や関係機関と連携した指導支援の充実 ○外部機関からの指導や支援を受ける機会が増えてきてい
るが、事前事後の連絡調整に課題がある。

中
学
部

〇自己実現に向けた指導・支援を行うための連携の在り
方

〇一人一人の自立と社会参加に向け、情報収集しながら共
通理解を図っている。
〇保護者個々のニーズに応じた情報提供や関係機関との
連携が必要である。

高
等
部

〇進路実現を図るための支援体制づくり 〇高等部卒業後の進路として生活介護から一般就労、進学
など多様であり、それぞれの進路に応じた支援が必要であ
る。

文
化
部

〇一人一人の学びや力が発揮できる学習発表会の実
現

〇昨年度から分散型の発表会形式に変えたことから、児童
生徒の実態に合った発表会となった。
〇発表会の形式やねらいの変更の意義が教職員や保護者
に十分に伝わっていない。

自
立
活
動
部

〇児童生徒の実態に応じた、自立活動の適切な目標設
定と指導内容の充実

〇お役立ち勉強会（自主勉強会）や「自立活動だより」等
で、自立活動の指導に関する情報を定期的に提供してい
る。
〇自立活動の目標設定の手続きについて昨年度末に共通
理解を図るための勉強会を実施したが、まだ十分とは言えな
い。

キ

ャ
リ
ア
教
育
部

〇収集した情報の発信 〇新たに収集した事業所等の情報を更新して冊子にまとめ
ているが、閲覧頻度が低調である。
〇人権教育や進路に関する情報提供が十分ではない。

平成２９年度　自己評価表

〇こころ、からだ、せいかつの視点の下に連続性、系統性
を意識した「個別の指導計画」が作成されている。（作成率
７０％以上）

○一人一授業に取組み、児童生徒一人一人の実態把握
と教育的ニーズを踏まえた目標設定を基にした授業を
行っている。（目標値９０％以上）

目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策

中長期目標
（学校ビジョン）

今年度の
重点目標

１　学習指導・授業改善に努める【授業実践の充実】
２　保護者や地域の期待と願いに応える【自立と社会参加】
３　児童生徒の健康と安全を守る【ＱＯＬの向上】
４　センター的機能を推進する【チーム鳥養の推進】

　自立と社会参加をめざし、より豊かに生きる力を育む学校

〇本人・保護者・関係機関・学校関係者が描く生徒一人
一人の自立と社会参加の具体的なイメージが共通してい
る。

○外部機関との事前事後の連絡調整が整っている。

〇一人一人の学習の積み重ねや良さを引き出し、人との
つながりが感じられる学習発表会が実施されていると感じ
ている。（目標値７０％以上）

〇それぞれの進路に応じた連携した支援が行われてい
る。

〇個のニーズを把握して最新の情報が収集できるよう校内の人材を活用し、年２回
学部会などで情報交換する。
〇保護者それぞれが持つ情報を相互に交換できるように、参観日の学部懇談に位
置づける。
〇教職員にアンケートをとり、目標達成度を評価する。

A:十分達成（９０％以上または目標値以上）　B:おおむね達成（７0～９０％未満または目標値の７0～９０％未満）　C:できつつある（４０～７０％未満または目標値の４０～７０％未満）　D変化の兆し（２０％～４０％未満または目標値の２０％～４０％未満）　E：まだ不十分（２０％未満または目標値の２０％未満）

〇発表会の新名称を提案し、ねらいを学校便り等で保護者に伝える。
〇保護者、教職員にアンケートを実施し、取組みの評価を行う。

○一人一授業を利用して、目標設定を基にした授業を行う。

○外部機関からの指導や支援についてのねらいや目的を確認する機会を設ける。ま
た、それらの機会が活用できるように計画を立てる。
〇教職員にアンケートをとり、目標達成度を評価する。

年 度 当 初 　　　(　　)月

１　学習指導・授業改
善に努める【授業実
践の充実】

○実践した授業を複数の教職員で評価し、授業改善に努
めている。

〇学部会の中で授業づくりについて話し合える場を設け、教職員の意見が交わせる
ようにする。
○学級事務日などを利用して、実践した授業の写真やビデオを複数の教職員で見
合い、授業改善につながる検討を行う。
〇教職員アンケートをとり、目標達成度を評価する。

〇目標設定や評価の妥当性について検討した授業づくり
がなされている。
〇重複障がい学級の学びの履歴が残されている。

〇学部内で調整して、学習グループで授業を見合う機会を年３回以上確保する。
〇学部会や学級事務日などを利用して、教材教具を見合う会を年３回以上設ける。
〇教職員にアンケートをとり、目標達成度を評価する。

〇生活年齢に応じた指導の検討がなされている。
〇単一障がい学級で、生徒が主体的に課題を解決する指
導方法の検討がなされている。

〇学部会で生活年齢に応じた指導を学ぶミニ研修会を毎回行う。
〇子どもを語る会や学部会の機会を利用してお互いの実践について検討する。
〇教職員アンケートの結果で目標達成度を評価する。

〇ICTを活用した授業の実践報告を行う。（目標値７０％以
上）

○教職員が児童生徒の実態に応じたICT活用が行えるように、関係機関等と連携し
た実践報告を行う。（授業実践一人一事例報告）
〇学習保障事業（オリヒメ）を推進する。

〇年４回教科領域の会等で指導内容の連続性、系統性について情報交換や検討を
行う。
〇「個別の指導計画」のフェイスシートを「こころ」「からだ」「せいかつ」の視点に分け
て記述する。

〇児童生徒の実態を的確に捉え、適切な目標設定ができ
るための勉強会をしている。
〇日々の授業実践に役立つ情報を提供している。

〇自立活動の目標設定や指導内容の充実に関する勉強会を年２回以上実施する。
〇自立活動夏季勉強会、自立活動研修会、お役立ち勉強会等を通じて、実践に役
立つ情報を年７回提供する。

〇「学校の１日」で事業所等の情報がいつでも知りたいとき
にすぐに閲覧できるようにする。
〇「学校の１日」で人権教育やキャリア教育の実践に関す
る情報が閲覧できるようにする。

〇情報教育部と連携し、「学校の１日」に事業所に関する欄と人権教育やキャリア教
育の実践に関する欄を作る。
〇事業所に関する情報は年１回以上、人権教育・キャリア教育の取組みについては
年３回以上更新する。

〇本人、保護者からの進路に関する要望を聞き取り、その実現のための計画を本
人、保護者、担任および進路担当教員と連携して実行していく。
〇３年生の進路決定先及び保護者アンケートで目標達成度を評価する。

２　保護者や地域の
期待と願いに応える
【自立と社会参加】



評価項目 評価の具体項目 現状 到達状況 評価 改善策

小
学
部

体調に配慮した教室環境づくり ○体調を崩しやすい児童が多いので家庭との連携し、障が
いに応じた環境調整を行っている。今後も家庭と連携して教
室環境の調整を図る必要がある。

中
学
部

〇生徒が安心感の中でより主体的に活動できる教室環
境の整備

〇心と身体の変化に気付き、原因と対策を保護者と情報交
換しながら行っている。思春期に入り、心と身体のバランスが
崩れやすい時期であり、体調を崩すと長引きやすい生徒が
多い。

高
等
部

〇生徒が安心して学べる教室環境づくり 〇重複障がい学級の生徒は、体調面が不安定である。感染
や病状の悪化などによって、一度体調を崩すと回復までに
時間を多く要する場合がある。
〇単一障がい学級の生徒は、不安やストレスに弱く、体調不
良を訴えることが少なくない。

保
健
安
全
部

〇児童生徒が安全で快適な生活を送ることができる体制
づくり

○火災、地震などの避難訓練、不審者対応訓練、救急訓練
などを行ったり、医学講座等の研修会を行ったりして、教職
員の安全意識や医療に関する知識の向上を図っている。
○緊急時の避難の方法や児童生徒への対応などについて
職員間でより連携のとれた取り組みを進める必要がある。

支
援
部

〇地域におけるセンター的機能の充実 〇相談支援の状況や特別支援教育研修会、交流及び共同
学習等、本校が取り組んでいるセンター的機能について職
員全体へ周知できていない現状がある。
〇障がいの状態に応じて安心して学校生活が送れるよう
に、関係機関と連携をとりながら就学に係る相談体制を整え
る必要がある。

キ

ャ
リ
ア
教
育
部

〇学校説明会での本校教育の情報発信 〇学校説明会で本校の教育についての情報が提供されて
いる。

年 度 当 初 　　　(　　)月

目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策

〇学部会で年２回以上健康観察のポイントの情報交換を行う。
〇教室環境や支援に必要な物品の整備をどう進めたかについて、学部会で各クラス
１事例の報告を行う。

〇心と身体の健康を維持するための方法について学部内で共通理解を図る。
〇生徒の様子の観察、医ケア、服薬時で得た情報は、担任、養護教諭、学校看護師
等で共有して対応する。
〇教職員アンケート及び保護者アンケートをとり、目標達成度を評価する。

〇一人一人に合った健康観察のポイントを学部内で情報
交換ができている。
〇安全な教室環境となり、支援に必要な物品が整ってい
る。

○体調に配慮した教室環境づくりをしている。（目標値９
０％以上）

３　児童生徒の健康と
安全を守る【ＱＯＬの

向上】
〇安全点検を行い、教室環境の衛生管理や改善を適宜
行っている。
〇生徒の健康を維持できるように、適度な運動やストレッ
チ、リラクセーション、認知への働きかけを継続して行って
いる。

〇学校説明会で本校教育の情報提供して理解を深める。
（目標値７０％以上）

〇参加者アンケートを実施して、工夫･改善に努める。
〇ホームページに進路のページを作り、学校の様子を伝えていく。

４　センター的機能を
推進する【チーム鳥

養の推進】

A:十分達成（９０％以上または目標値以上）　B:おおむね達成（７0～９０％未満または目標値の７0～９０％未満）　C:できつつある（４０～７０％未満または目標値の４０～７０％未満）　D変化の兆し（２０％～４０％未満または目標値の２０％～４０％未満）　E：まだ不十分（２０％未満または目標値の２０％未満）

○安全な環境づくりに取り組むとともに避難体制・緊急時
の対応方法を教職員が共有している。（目標値：教職員の
７０％以上）

○訓練の反省や研修会の感想などをもとに、日常の学校生活の中でできることや活
かせることをまとめて教職員向けの情報を発信する。
○防災委員会や医療的ケア検討委員会などと連携して防災・防犯のための環境づく
りや教職員の医療や救急対応に関する知識向上のために研修できる機会を設定す
る。

○学部内で教室環境を改善するアイディアを募り、良いアイディアが教室環境の調
整に活かされるようにする。
○学部朝礼や学部会などを利用して、児童の体調の変化に気づくことができるよう、
児童の体調変化のサインについて共通理解する機会をもつ。
〇教職員にアンケートをとり、目標達成度を評価する。

〇教職員が本校が取り組んでいるセンター的機能につい
て理解している。（目標値：教職員の７０％以上）
〇関係機関と連携をとりながら就学に係る相談を行ってい
る。

〇掲示板や職員会等で本校が行っているセンター的機能の取り組みについて報告
する機会を設ける。
〇自立活動部やエキスパート教員等、校内の専門性を活用しながら様々な相談活
動に対して、チームで対応していく。
〇教職員アンケートをとり、目標達成度を評価する。


